
孟嘗ピ四装昌轟続

菖膨洒瑾ヅ潔
名詞 的なエピソー ドとして

有名だ。鶏の鳴きまねが う

まか った り、窃盗の名人だ
った り、「何の役 に立つの

か 」とヽふだんは周囲に不

審が られていた孟嘗君の食

客たちが、敵国か ら脱出す

る際に活躍す る。  | ‐
本書では、七つの雄国が
モザイ クのように舌L立した

“
湾■苺■記 が

明仁天皇と裕仁天皇

保阪正康著

昭和史 ノンフ ィクシ ョン

の第一人者で、『昭和天皇』
で も知 られる著者が、平成

の明仁天皇論 に挑んだのが

本書。丹念な取材でその歩

みをたど りつつ、導き出 し

てい く結論は新鮮だ 8

著者は説 くo明仁天皇は、
戦争という重荷 を背負 って

しま った昭和天皇の教副||か

ら「戦後民主主義下の天皇」

を確立せねばな らぬ と決意

複 雑 な時代 に、個 人が 生 々

しい存 在 感 で活 躍 す るさ ま

を描 く。 それぞ れ の色 彩 は

電塁♀碧号翼称菖尖ζ?贔
滝、虚蕪にこそ、時代が集約
されて い る と著 者 は見 る。

無論 、戦 争 に明 け暮 れ た

この時代が 良 い時代 で あ っ

た とは言 え な い。だ が 、 中

国歴史 小説 の名手 が 史料 を

駆 使 して 明快 に切 りさば く

孟 嘗君 や 、 同時代 の人 々の

故事の数々はきわめて示唆
に富んでいる。(中公新書、

720F■ )             (薦肇)
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した求道者であ り、改革者

である。だか らこそ「毒味」

のような先例 も廃 した し、

被災地の人 々の中にも飛び

込んでい く。先代 に比 して

カ リスマ性 を欠 くとの議論

もあるが、それはむ しろ「自

分 にカ リスマ性があ っては

な らない」という自制の結

果なのだ一― 。   |
「意志の人 」として天皇

を描き出した本書。今後の

天皇制 を考えてい く時にき

わめて刺激的な 1冊である
ことは間違 いない。 (講談
を上、 1700F可 )        (訃キ)




